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令和４年 多賀町議会９月第３回定例会再開会議録 

 

令和４年９月３０日（金） 午後２時５６分開会 

 

◎出席議員（１１名） 

  １番  神細工 宗 宏 君        ８番  富 永   勉 君 

  ２番  清 水 登久子 君        ９番  川 添 武 史 君 

  ３番  近 藤   勇 君       １０番  山 口 久 男 君 

  ４番  木 下 茂 樹 君       １１番  大 橋 富 造 君 

  ５番  川 岸 真 喜 君       １２番  松 居   亘 君 

  ７番  菅 森 照 雄 君 

 

◎欠席議員（１名） 

  ６番  竹 内   薫 君 

 

◎説明のために出席した者の職氏名 

  町 長 久 保 久 良 君    福祉保健課長 林   優 子 君 

  副 町 長 小 菅 俊 二 君    産業環境課長 飯 尾 俊 一 君 

  教 育 長 山 中 健 一 君    地域整備課長 藤 本 一 之 君 

  会 計 管 理 者 奥 川 明 子 君    学校教育課長 吉 田   克 君 

  企 画 課 長 野 村   博 君    教育総務課長 本 多 正 浩 君 

  総 務 課 長 石 田 年 幸 君    生涯学習課長 大 岡 まゆみ 君 

  税務住民課長 岡 田 伊久人 君 

 

◎議会事務局 

  事 務 局 長 夏 原 伸 幸      書    記 渡 邊 美 和 

                                        

◎議事日程 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  議案第６２号  令和４年度多賀町一般会計補正予算（第４号）につい

て 

               （予算特別委員長報告） 

 日程第３  認定第６５号  令和３年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て 

               （決算特別委員長報告） 

 日程第４  認定第６６号  令和３年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
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の認定について 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第５  認定第６７号  令和３年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算

の認定について 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第６  認定第６８号  令和３年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳

出決算の認定について 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第７  認定第６９号  令和３年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認

定について 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第８  認定第７３号  令和３年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理

特別会計歳入歳出決算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第９  認定第７４号  令和３年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出

決算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第10  認定第７５号  多賀町水道事業会計の利益の処分および令和３年度決

算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第11  認定第７６号  令和３年度多賀町下水道事業会計決算の認定について 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第12  請願第 ４号  ごみの抜本的な減量計画の策定を求める請願 

               （産業建設常任委員長報告） 

 日程第13  請願第 ５号  高齢者の補聴器購入町補助制度を求める請願 

               （総務常任委員長報告） 

 日程第14  発委第 １号  加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創

設を求める意見書案 

 日程第15  議案第７７号  令和４年度多賀町一般会計補正予算（第５号）につい

て 

 日程第16  議員派遣の件について 

 日程第17  委員会の閉会中の継続調査について 

       （総務常任委員会） 

       （産業建設常任委員会） 

       （議会広報常任委員会） 

       （議会運営委員会） 
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（開会 午後 ２時５６分） 

○議長（松居亘君） ただ今から、令和４年９月第３回多賀町議会定例会を再開いたしま

す。 

                                        

○議長（松居亘君） なお、本日の議事日程を別紙のとおり定めましたので、ご審議賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

 また、本日の本会議に町長から追加議案１件が提出されています。 

 それでは、日程表のとおり、総務常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員長、

決算特別委員長に付託案件の審査結果の報告を求め、各委員長に対し質疑の後、討論お

よび採決を行います。 

 再開に当たり、町長から挨拶をお願いいたします。 

 久保町長。 

〔町長 久保久良君 登壇〕 

○町長（久保久良君） 令和４年９月第３回多賀町議会定例会の再開に当たり、一言ご挨

拶を申し上げます。 

 本日、９月定例会を再開いたしましたところ、議員の皆様には何かとご多用の中ご出

席賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 本定例会は９月６日に開会し、本日までの２５日間には、６日の本会議など、一般質

問や各委員会における審議、また令和３年度の決算審査など、提出をさせていただきま

した２４議案につきまして慎重なご審議を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

 なお、本日は、本定例議会の最終日でございますが、各委員会に付託をされました議

案および本日追加議案として提出をさせていただきました主にはコロナワクチン接種に

係る一般会計補正予算について、円滑かつ適切なご議決賜りますようよろしくお願いを

申し上げまして、議会再開の挨拶とさせていただきます。 

                                        

（開議 午後 ２時５６分） 

○議長（松居亘君） ただいまの出席議員は１１人であります。定足数に達しております

ので、これより本日の会議を開きます。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。 

 会議録署名議員は、開会時に指名した議員に欠席がないので、補充指名はせず、開会

時の指名議員とします。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第２ 議案第６２号から日程第１３ 請願第５号までを一括議

題とし、総務常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員長、決算特別委員長より

付託案件の審査結果の報告を行います。 
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 初めに、総務常任委員長の報告を求めます。 

 ９番、川添武史総務常任委員長。 

〔総務常任委員長 川添武史君 登壇〕 

○総務常任委員長（川添武史君） 総務常任委員会の報告をいたします。 

 総務常任委員会は令和４年９月１４日、９時から１１時まで、委員全員と町長、副町

長、岡田税務住民課長、林福祉保健課長、本多教育総務課長の出席を求め、認定案４件、

また、多賀町民からの請願１件を審査しました。その結果を会議規則の規定により報告

をいたします。 

 １番、「認定第６６号 令和３年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定

について」審査をしました。 

 歳入は８億９,８９３万円、歳出は８億３,１８４万円、差引残高６,７４４万円であ

ります。岡田税務住民課長から説明を受け、審議をいたしました。 

 主な質疑は次のとおりです。保険給付費が大幅な増額になっている。その原因はとい

う質問に対し、心臓疾患など高額療養費が大きな要素であると答弁をされました。 

 また、人間ドックを受けられた人の数はということで、今年は１２９人であり、昨年

より４０人余り増加したとの答弁がありました。 

 質疑、討論の後、採決に入り、全員賛成で認定すべきものと決定いたしました。 

 ２番目、「認定第６８号 令和３年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」を審査いたしました。 

 歳入は１億１,１０５万円、歳出は１億９３４万円、差引残高１７１万円であります。

岡田税務住民課長から説明を受け、質疑をいたしました。 

 主な質疑は次のとおりです。保険証の発行者数はという問いに対して、１,３１９人

で、前年度より１４人減であると答弁がありました。 

 また、１人当たりの医療費は８４万８,０００円であると答弁がありました。令和４

年１０月１日から保険料の窓口負担が所得により変更される。対象者の数はという問い

に対して、従来どおりの１割負担の方は１,０６２人、２割負担の方は２２２人、３割

負担の方は５２人となったと答弁がありました。 

 質疑、討論の後、採決に入り、全員賛成で認定すべきものと決定いたしました。 

 ３番、「認定第６７号 令和３年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」を審査いたしました。 

 歳入は８億６,２３４万円、歳出は８億１,４５８万円、差引残高４,７７５万円で、

３年度末基金残高は８,４６９万円となりました。林福祉保健課長から説明を受け、質

疑をいたしました。 

 主な質疑は次のとおりです。要介護認定者の人数はという問いに対しまして、要支援

１、２の方は２９人、要介護１の方は９８人、要介護２の方は６２人、要介護３の方は

８２人、要介護４の方は４４人、要介護５の方は３９人で、合計で３５４人を認定して
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いる。認定率は１４.３％で県内最低である。 

 町単独事業で紙おむつ補助は、町内事業者からの購入だけが対象だが、見直しはとい

う問いに対しまして、町内事業者の育成にも配慮してきた。町外業者の参入となると線

引きが難しい。今後、検討をしていくなどと答弁がありました。 

 質疑、討論の後、採決に移り、全員賛成で認定すべきものと決定いたしました。 

 「認定第６９号 令和３年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認定について」

を審査いたしました。 

 歳入は３１１万円、歳出３１１万円。３年度末基金残高は４,０３０万円。本多教育

総務課長から説明を受けて審査をいたしました。 

 主な質疑は次のとおりです。給付した実績は、３年度は高校生１４人、短期大学、高

等専門学校４年生３人、大学生８人であると答弁がありました。 

 基金残高が減少している。給付要件の改変、給付費の変更も考えているのかとの問い

に対しまして、平成２７年から変えていない。公立、私立など学費の値段も違う。検討

を考えていると答弁がありました。 

 質疑、討論の後、採決に移り、全員賛成で認定すべきものと決定いたしました。 

 最後に、多賀町木曽の町民から提出されました「請願第５号 高齢者の補聴器購入町

補助制度を求める請願」で、町の補助金制度の創設と、国に対し、身体障害者手帳の取

得の要件としない高齢者の難聴に対し、一部補助する新たな制度創設を国に求める請願

でもあり、慎重に審査をいたしました。 

 主な意見として、何人も高齢になると難聴になる。高額商品でもあり、制度が必要で

ある。国にも意見書を出すべきであり、発委で検討するなどと意見がありました。 

 採決に入り、賛成全員で採択すべきものと決定しました。 

 以上で、総務委員会に付託されました認定４件、請願１件の結果を報告して終わりま

す。ありがとうございます。 

○議長（松居亘君） 次に、産業建設常任委員長の報告を求めます。 

 １０番、山口久男産業建設常任委員長。 

〔産業建設常任委員長 山口久男君 登壇〕 

○産業建設常任委員長（山口久男君） 産業建設常任委員会に付託されました審査結果を、

会議規則の規定により、報告いたします。 

 去る９月１５日、委員全員と議長、執行者側より町長、副町長、担当課長、課長補佐

および担当係長、担当者の出席を求め、９月６日の本会議において付託されました「認

定第７３号 令和３年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理特別会計歳入歳出決

算の認定について」、「認定第７４号 令和３年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算の認定について」、「認定第７５号 多賀町水道事業会計の利益の処分および令

和３年度決算の認定について」、「認定第７６号 令和３年度多賀町下水道事業会計決算

の認定について」、「請願第４号 ごみの抜本的な減量計画の策定を求める請願」につい



－６－ 

ての議案４件と請願１件の併せて５件について審査を行いました。 

 以上の議案と請願について説明を受け、審査を行いましたので、その経過ならびに結

果についてご報告申し上げます。 

 「認定第７３号 令和３年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理特別会計歳入

歳出決算の認定について」です。歳入決算額が６０４万５,３６３円、歳出決算額が５

５４万４,９９０円。歳入歳出差引残額は５０万３７３円となり、令和３年度末の基金

現在高は３億３,６６８万円となっております。 

 質疑の主なものを申し上げます。除草作業で刈った草の最終処分場はどこかとの質疑

に対し、道路沿い等で、交通の妨げにならない場所で、四手地先の四手川沿いに町有地

があり、そこに搬入を頂いて処理をしておりますとの答弁がありました。 

 基金の負担割合についての質疑に対し、当面、面積割で全体として企業から２億円、

町の方からも２億円を出して、当初４億円の基金運用で現在に至っております。当初は

利率が５.６％でしたので、基金利子で毎年維持管理ができるという想定でありました

が、現在はゼロ金利で元金を取り崩して運用しておりますとの答弁がありました。 

 以上の質疑を行った後、討論はなく、令和３年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維

持管理特別会計歳入歳出決算の認定について採決を行い、原案のとおり、全員賛成で認

定することに決しました。 

 次に、「認定第７４号 令和３年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」、歳入決算額が５,９６９万７９８円、歳出決算額が５,５１４万８,７９

５円となり、歳入歳出差引残額は４５４万２,００３円となっております。処理区域人

口４５３人で、水洗化人口は３３９人であり、水洗化率は７４.８％となっております。 

 質疑の主なものを申し上げます。水洗化率が７４.８％となっているが、水洗化率の

推移はどうか。これは近年ずっとほとんどこのくらいの数字で何も増減はないのかと、

現状はどういう状況なのかとの質疑に対し、新規の接続が集落排水事業では近年ほとん

どないという状況であり、年間１件あるかないかです。接続率は人口の自然増減、転出

転入の社会増減に影響されて率が若干前後するところですが、おおむね７５％程度で推

移しているという状況になります。高齢化が進む中で、現状、新規接続を増やすのが難

しいという認識はしておりますとの答弁がありました。 

 区域における人口減少が続く中で、農業集落排水事業の今後はどうなるのかとの質疑

に対し、農業集落排水の処理場、施設を平成１８年から１９年に整備しており、１５年

が経過しています。今後、長寿命化計画の中で維持補修しながら施設維持を図っていく

考えです。しかし、施設等の維持について必然的に判断をしないといけない時期は出て

くると思います。今後の施設維持については、人口動態を考慮しながら判断をしなけれ

ばいけないと思っています。 

 今年度、施設等の長期的な方向性の検討業務に取り組みますので、ご報告できる段階

になれば、議会で説明をさせていただきたいと思いますとの答弁がありました。 
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 以上の質疑の後、討論はなく、「認定第７４号 令和３年度多賀町農業集落排水事業

特別会計歳入歳出決算の認定について」採決を行い、全員賛成で認定すべきものと決し

ました。 

 次に、「認定第７５号 多賀町水道事業会計の利益の処分および令和３年度決算の認

定について」、令和３年度多賀町水道事業決算報告について、まず、収益的収入は、水

道事業収益は３億８,７８９万１,７４４円で、水道使用量の給水収益と受託給水工事収

益、消火栓維持管理負担金およびその他の収益であります。 

 支出は、水道事業費用３億８７０万７,２６５円で、水道各施設の維持管理に要する

経費と人件費、料金徴収経費、減価償却費、固定資産除却費、企業債利息、還付金等で

あります。 

 収益的収支の差引額は消費税調整後、７,３４０万３,３９４円の純利益となっており

ます。 

 資本的収入は３,０６４万８,４００円で、配水管布設替工事等に対する工事負担金、

企業債であります。 

 支出は、資本的支出１億６,８８７万６,３２４円で、配水管布設替工事費のほか、次

年度の工事予定箇所に対する設計業務委託費および企業債の元金償還金となっておりま

す。 

 なお資本的支出に対する不足分は、消費税資本的収支調整額および損益勘定留保資金

で補てんをしております。 

 質疑の主なものを申し上げます。損益計算書において純利益が７,３４０万円とある

が、一般会計からの繰入れがなければ利益がほとんどないことになると思うが、損益計

算上の収支バランスは取れているのかとの質疑に対し、損益計算上は、使用料収入等で

維持管理費を賄えている状況であるので、収支のバランスは取れているとの答弁があり

ました。 

 水道料金を値上げしたのはいつ頃だったのかとの質疑に対し、料金の値上げは、料金

審議会から平成２６年に答申を頂きまして、その年の１０月に最初の値上げをさせてい

ただきました。そのときに答申された額の２分の１の値上げを存続させていただいて、

平成２９年に残りの２分の１の値上げをさせていただきましたとの答弁がありました。 

 漏水が年々増えているように感じているが、漏水している量はどの程度かとの質疑に

対し、総配水量が１６３万４,４９１トンで、そのうち有収水量としましては１３５万

９,６５３トンになります。その差が漏水分ということになりますが、実際には工事の

洗管作業や放水訓練等でも使用しているため、正確にはどれだけ漏水しているか分かり

ませんが、漏水工事を実施している件数は年々減ってきています。特に本管と言われる

口径が大きい管よりも各家庭に引き込んでいる給水管の漏水の方が、どちらかというと

件数としては多いですとの答弁がありました。 

 宅内漏水の可能性があるが、調べてほしいという依頼はあるのかとの質疑に対し、そ
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ういった場合は多賀町の指定工事店に個人から依頼してもらうようにお願いをしている。

あとは検針後に、こちらの方でも先月に比べて多い家庭を訪問し、漏水していないか確

認するとともに、もし漏水している家を発見した場合には、修理するようにお願いをし

ているとの答弁がありました。 

 以上の質疑後、討論はなく、「認定第７５号 多賀町水道事業会計の利益の処分およ

び令和３年度決算の認定について」、採決を行い、全員賛成で認定すべきものと決しま

した。 

 次に、「認定第７６号 令和３年度多賀町下水道事業会計決算の認定について」、令和

３年度多賀町下水道事業決算報告について、まず収益的収入は、下水道事業収益は３億

９,０７７万５,５８５円で、下水道使用料、一般会計補助金、負担金およびその他の収

益であります。支出は、下水道事業費用３億８,２４４万９,８１８円で、下水道、各施

設の維持管理に要する経費、人件費、料金徴収経費、流域下水道維持管理負担金、減価

償却費、企業債利息、還付金等であります。 

 収益的収支差引額は、消費税調整後の純利益は４９７万９,９４７円となっておりま

す。 

 資本的収入は１億４,８２９万９,１４０円で、企業債、一般会計出資金、雨水事業等

に対する国庫補助金、受益者負担金、工事負担金であります。 

 支出は、資本的支出２億６,７５２万３,３６９円で、中川原地域の雨水事業に係る測

量設計委託、藤瀬地区の雨水事業に係る工事費、中川原工業団地の舗装復旧工事、流域

下水道建設費負担金、企業債の元金償還金であります。不足分は消費税資本的収支調整

額、損益勘定留保資金で補てんしたものであります。 

 質疑の主なものを申し上げます。令和２年度に下水道のストックマネジメント実施方

針を策定されたが、具体的な内容としてどのように進めているのか。起債残高が２３億

１,０００万円となっているが、多いのか少ないのかとの質疑に対し、ストックマネジ

メント計画については令和２年度に策定した計画であり、下水道の各施設を今後どのよ

うに点検、調査をし、維持管理をしていくのかという計画になっております。具体的に

は、多賀町では下水道の汚水の管渠とマンホールポンプという施設があります。そのマ

ンホールポンプと下水の管渠を今後はどのように維持管理していくのかというところで、

下水道の管でいいますと、主要な幹線につきましては７年に１回点検をしていくと。そ

の中で不具合が見つかれば、修繕をしていくというものになります。枝線につきまして

は、１５年に１回の点検をして、そういった下水道の不具合をできるだけ早期に発見し

て修繕していくというものになります。マンホールポンプにつきましては、機械と電気

施設がありますので、点検だけでなく時間経過の保全ということで、ある一定の年数を

経過すれば更新時期ということになってきます。そういった具体的に年数を定めたもの

になっていますので、今後、それに基づいて令和３年度から維持管理をしているという

状況です。多賀町の起債残高２３億１,０００万円が多いのか少ないのかについては判
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断しかねます。供用開始してからの年数とそれぞれの市町で下水道管の延長とかの状況

もあります。ただ、順調に元金の残高としては減ってきています。企業会計に移行して

からも起債残高をできるだけ減らしながら次の更新に備えていくということが大事であ

ると考えておりますとの答弁がありました。 

 以上の質疑を行った後、討論はなく、「認定第７６号 令和３年度多賀町下水道事業

会計決算の認定について」採決を行い、全員賛成で認定すべきものと決しました。 

 次に、「請願第４号 ごみの抜本的な減量計画の策定を求める請願」についてです。

請願者より、本請願の説明の後、質疑を行いましたので、以下、主な質疑の経過ならび

に結果をご報告いたします。 

 委員より、ごみを半減するためのごみ減量計画を２０３０年までに作成するという請

願ですが、達成の道筋についての質疑に対し、プラスチックごみを一緒に燃やすときの

焼却炉の大きさは１日１４７トンだと言われていましたけれど、これは分別するという

方針が決まりましたので、１４４トンという話になりました。その上で、ごみの減量を

各市町が、当初５％減量を１５％まで引き上げましたので、それぞれ今現在、１日１４

０トンのごみとなっています。そこでプラスチックごみの分別をするだけで、そういう

ことになっています。生ごみの処理をしっかりすれば、これは行政がしっかりこれ、方

針を立てないといけないですけれども、生ごみを集める場所をある程度皆さんが捨てや

すい場所に設けて生ごみを堆肥にするなり生ごみを乾燥するなり、様々な過程で生ごみ

の処理ができるようになると、このプラスチックごみの処理と分別しての再利用と、生

ごみの処理ができればごみは半減できると思いますとの答弁がありました。 

 また、委員より、ＣＯ２もどんどん増えて、台風の規模もどんどん大きくなっていま

す。本当にこの異常気象の原因がＣＯ２の増大によって起こっているということは、日

本全国、全世界が承知しているところだと思います。ごみの半減もしていかなければな

らない認識はしております。なかなかごみを減らすという問題は大変かなと思いますの

で、私たちもやはり勉強しながらそういったところに目を向けていかなければならない

と思っていますとの意見も出されました。 

 半減のために以前は、生ごみ処理機に各町は補助金を出していた、段ボールコンポス

トの普及、周知をすることによって、生ごみを出す量が少なくなっているのではとの意

見も出されました。広域行政の費用負担について、平等割、人口割、排出量割の見直し

の意見も出されました。ごみ発電については、コストがかかりすぎるのではないかとの

意見も出されました。その一方で、ごみ発電利用も必要ではないかとの意見も出されま

した。あまり過度な大きな処理施設を設けると設備費も要るし、修繕費等もかかってき

ますので、今後の人口減少というものを考えれば、小さな施設が必要ではないかとの意

見も出されました。 

 焼却施設の負担金について、ごみの減量化を進めるために費用負担の問題で均等割、

人口割、ごみの量の３つが出ていまして、特に均等割のところが全体額で示されている
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ところで、そうすると非常に小さな自治体の負担が増えるという問題がある。広域組合

の中でしっかり議論をしてほしいとの意見も出されました。 

 ごみの搬出量を減らすということに対しては、それはそれで十分な成果が出るが、ご

み減量を進める反面、不法投棄がどんどん増える心配もある。行政の対策もあり、河川

敷の不法投棄も減ってきているが、また増えてくる可能性もあるのではとの意見も出さ

れました。 

 こういった質疑の後、討論を行い、討論はなく、「請願第４号 ごみの抜本的な減量

計画の策定を求める請願」について採決を行い、全員賛成で本請願を採択することに決

しました。 

 以上で産業建設常任委員会の審査報告を終わります。 

○議長（松居亘君） 次に、予算特別委員長の報告を求めます。 

 ９番、川添武史総務常任委員長。 

〔予算特別委員長 川添武史君 登壇〕 

○予算特別委員長（川添武史君） 予算特別委員会の報告をいたします。 

 令和４年度９月定例会に付託されました「議案第６２号 令和４年度多賀町一般会計

補正予算（第４号）について」、９月１６日、９時から１１時４０分まで委員会室で、

委員全員と町長、副町長はじめ、石田総務課長、林福祉保健課長、飯尾産業環境課長、

藤本地域整備課長、本多教育総務課長、野村企画課長の出席を求め、審査をいたしまし

た。 

 追加予算は１億２,４００万円で、総額６０億７,２００万円であります。 

 歳入の主なものは、交付税額の決定で５,５９４万円の国庫支出金、また、スマート

インターチェンジ関係、保育園関係で４,６４０万円、県支出金、獣害と農業用燃料高

騰分補助金等５００万円、繰越金から４,３６３万円を増額しました。財政調整基金か

らの繰入金を９４０万円減額、町債は、認定こども園建設費の入札差金１億円のうち４,

０６０万円を減額、臨時財政対策債は１,９８７万円の減額となりました。スマートイ

ンター上り線工事に４,０５０万円増、グリーンヒルの小型消防ポンプの購入費に２２

０万円の増額とし、差引き１,９１７万円の減額でありました。 

 歳出の主なものは、総務課所管では、総務費として道路交通法の改正により、公用車

の運転前後のアルコール検知器の購入費に６万円、グリーンヒルの小型消防ポンプ購入

費に２２０万円、また、福祉保健課所管では民生費、老人福祉費、配食サービスを４人

増員になりまして１３３万円の増、保健師退職に代わる任用職員の報酬２２万円。生活

しづらさ調査費４万円。 

 産業環境課所管では、秋の粗大ごみ収集費１,０５９万円、県事業で物価高騰対策補

助金２２７万円、獣害対策サルの調査費に２２９万円、町単独事業で、大型農機購入補

助金１件１９０万円、林道補修に８０万円、住宅リフォーム補助に７７万円と説明があ

りました。 
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 地域整備課所管では、除雪関係で集落除雪、ふるさと除雪、企業委託などで５６９万

円、除雪出動メール配信サーバーの新設など２６２万円、町道補修２件に１３６万円、

中川原工業団地内の町道樹木伐採補助金に２１５万円、スマートインター関係では１億

４,６００万円のうち５,０００万円を敏満寺区に交付する。また、災害復旧費は、町道

小学校佐目口線の石積み崩落改修費１５１万円でありました。 

 教育委員会所管では、広域保育園委託費８人分６０７万円、こども園入札差金で、

（仮称）久徳認定こども園の備品など２,４７５万円、大滝たきのみやこども園の広間

の照明ＬＥＤ化に対し２４８万円、小学校費では、来年度新入学児童用のタブレットの

購入費、エアコンの修理など３８７万円、中学校費では、子ども議会で要望されました

テニスコート場のネットの新設７６万円、教育総務費ではＩＣＴ教育の講師費用など７

０万円。 

 また、企画課所管では、個性輝く自治活動補助金、胡宮福祉会館の雪害による改修費、

補助金、補助率３分の１で３９万円であります。 

 総務課所管の質疑は次のとおりです。アルコール検知器は、国の法律改正で決まりま

した。それとは別に、冬場になれば換気が難しい。最近、ＣＯ２検知器の導入をしてい

る自治体もある。導入を考えていただきたいという問いに対しまして、どの程度入用か

も含めて検討したいと答弁がありました。 

 福祉保健課所管での質疑では、配食サービスの内容はという問いに対しまして、昼食、

夕食、３６５日を対応している。負担額は１食６１１円で、個人個人に適用した食事を

多賀清流の里に委託し、配送はシルバー人材センターに委託、安否確認もお願いしてい

ると答弁がありました。生活しづらさ調査は国の委託事業で、昨年度はコロナの関係で

延期になりました。今回の調査対象所帯は６３所帯で、調査員は職員の社会福祉士、障

がい福祉担当および保健師のＯＢの３人を予定していると答弁がありました。 

 また、身体障害者手帳などの所持者ではないが、調査中に支援が必要と判断したとき

にはすぐ対応できるかの問いに対しまして、必要な支援につながるように対応していき

たいと答弁がありました。 

 産業環境課所管では、今年度の大型農業機械の導入者はの問いに対しまして、今年は

９件であると答弁がありました。林道補修費８０万円はの問いに対しまして、雪害場所

の補修、またこれからの台風被害に備えたいと答弁がありました。 

 地域整備課所管では、除雪費用はの問いに対しまして、集落除雪では土田区、除雪車

の借り上げ費用６６万円、ふるさと除雪では、大岡区に除雪用トラクター、排土板など

３０５万円。企業除雪では、中川原工業団地内と名神側道を企業に委託する金１８０万

円であります。 

 災害復旧費１５１万円の根拠はの問いに対しまして、現状を見る限り、石積みは隣接

の民地を支える個人の所有物であると思われるが、生活農道である町道の安全を確保す

るため、道路管理者として、石積みの復旧を行いたいとの答弁がありました。 
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 教育委員会では、小学校費の備品購入費２５５万円は、来年度新１年生の入学予定者

が７５人となり、３学級になる。児童用の机、椅子、また整理棚、給食品の購入に充て

ると答弁がありました。 

 （仮称）久徳認定こども園の備品購入費２,４７５万円と現幼稚園の備品はどうする

かの問いに対しまして、椅子は１３６脚、画板１２０枚など保育備品、また、お皿１,

２８０枚、おわん３４０個など給食備品、電子ピアノ、カスタネットなど音楽備品をそ

ろえると答弁がありました。また、現幼稚園の備品は当然使用すると答弁がありました。 

 企画課所管の指摘はありませんでした。 

 討論はなく、採決に入り、「議案第６２号 令和４年度多賀町一般会計補正予算（第

４号）について」は、賛成多数で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 以上で、予算特別委員会の報告は終わります。 

○議長（松居亘君） 次に、決算特別委員長の報告を求めます。 

 １０番、山口久男決算特別委員長。 

〔決算特別委員長 山口久男君 登壇〕 

○決算特別委員長（山口久男君） 決算特別委員会に付託されました「認定第６５号 令

和３年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定について」、審査結果を、会議規則の規定

により、次のとおり報告をいたします。 

 決算特別委員会は、９月１２日、１３日の両日にわたり、委員全員と議長、執行者側

より町長、副町長、教育長、会計管理者、担当課長、課長補佐および担当係長の出席を

求め、９月６日の本会議において付託されました「認定第６５号 令和３年度多賀町一

般会計歳入歳出決算の認定について」、審査を行いました。 

 各課に関する事項について決算の説明を受け、所管ごとに審査を行いましたので、そ

の経過ならびに結果についてご報告申し上げます。 

 令和３年度多賀町一般会計歳入歳出決算の歳入決算額は５６億９,３６９万７,１７９

円で、前年度比４.２％の減少となっております。歳出決算額は５３億９,１０２万５,

７１２円で、前年度比４.８％の減少となり、歳入歳出差引残高は３億２６７万１,４６

７円となっております。実質収支は２億３,９９６万円となっております。 

 歳入では、法人町民税の大きな減収などの理由により、前年度より２億５,０８３万

円の減となっております。地方交付税は１５億１,４７８万円で、普通交付税は１２億

４,７８１万円で、前年度より４億９６３万円の増額となっております。特別交付税は

２億６,６９８万円で、７,２６６万円の増額となっております。国庫支出金は７億５,

４９４万円で、５億８,７５５万円の減少となっております。減少の主な要因は、子育

て世帯等臨時給付金補助金で１億９,７６５万円の増がありましたが、特別定額給付金

事業補助金で７億６,７２１万円の皆減があったことなどによるものであります。町債

４億１,９６０万円は、スマートインターチェンジ整備事業、急傾斜地崩壊対策事業、

町単独道路改良事業で、前年度比１,２７１万円の増加となっております。臨時財政対
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策債は２億４,０４０万円となっております。自主財源は４２％、依存財源は５８％と

なりました。 

 歳出の説明のうち主なものを申し上げます。 

 総務費は５億３,３６９万円で、８億２,０７９万円の減額となっております。総務管

理費は主なもので、一般管理費は常勤の特別職および総務部門の人件費、その他一般管

理費、自治振興事業交付金であり、特別定額給付費は７億６,７２１万円の皆減となっ

ております。企画費、集落活動推進費、公共交通対策費では１億８６２万円で、１,８

６３万円の減となっております。総合計画・都市計画策定事業委託料で１,３３１万円

の減、コミュニティバス運行対策費補助金１,２１５万円の減、まちづくり活動支援交

付金で９１４万円の減など、地方創生費は４,０６３万円の減となっております。減額

の主な要因は、大滝地域活性化支援委託料で１８７万円の皆増となりましたが、コロナ

禍での経済対策としての商品券発行事業の皆減によるものです。 

 民生費は１６億７,２１８万円で、２億７,７１３万円の増となっております。非課税

世帯臨時特別給付金事業５,４７１万円の皆増で、子育て世帯への特別給付金事業９,１

４５万円の増、放課後児童クラブ建設事業７,４６８万円の増、認定こども園建設費で

５,３０６万円の皆増が増額の主なものであります。 

 衛生費は４億６,１７４万円で、９,５５０万円の増となっております。新型コロナウ

イルスワクチン接種事業で６,３８０万円の増、ふれあいの郷空調設備更新事業で１,６

８３万円の増となっております。 

 農林水産事業は２億８,１２８万円で、６,８６６万円の減となっております。農業振

興費で中山間地域の農業従事者を確保するための農業機械等導入支援事業を創設し、７

件で１,４００万円の交付、コロナ対策として、農業者緊急支援交付金１,０００万円の

交付などの支出となっております。 

 商工費は、がんばる商店応援補助金で３２７万円の増となっておりますが、中小企業

支援関連補助金では９８５万円の減となっております。 

 土木費は５億１,４２４万円で９８３万円の減となっております。道路橋梁費は３億

４,２２０万円で１億６４万円の増となっております。国補助事業は、社会資本整備事

業交付金事業等を活用し、スマートインターチェンジ整備事業１億３,７４２万円のほ

か、凍結防止散布車更新事業、都市計画公園事業などであり、単独事業では除雪費用、

道路の補修、改良事業の支出となっております。河川費は３,７６２万円で３,６７４万

円の減となり、県営事業負担金で５０９万円の増、萱原地区急傾斜地崩壊対策事業の新

規採択を受けるための設計委託料２,１８０万円が皆増ですが、工事請負費の支出がな

く総額で減となっております。 

 消防費は１億８,３５５万円、１,５５３万円の減となっております。彦根市への委託

料で犬上分署の消防積載車更新に係る負担金増、ハザードマップ更新策定で４９３万円

の皆増となっております。 
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 教育費は６億８,４１０万円で、１億７６３万円の減となっております。ＩＣＴ支援

員の設置費１０８万円が皆増、こども園整備に係る土地測量委託料や学校施設長寿命化

策定委託料が皆減となっております。社会教育費は２億３,９７０万円で、６９４万円

の減となっております。公債費は５億１,４９４万円となっております。平成２０年発

行の臨時財政対策債、社会資本整備事業や認定こども園事業に係る地方債の元金償還開

始の要因により前年度比１,９７０万円の３,２８０万円の増となっており、このことか

ら実質公債比率も７.３％となっております。財政調整基金は４億７２４万円、社会福

祉基金に３００万円、まちづくり基金に１,７８６万円積立てし、年度末の基金合計は

１８億３,７４９万円となっております。地方債残高は５１億７,４２０万円となってお

ります。 

 以上が主な令和３年度一般会計歳入歳出の概要であります。 

 次に、以下、質疑の主なものを申し上げます。 

 財産に関する調書について、公共用財産、その他の施設で土地１,３５８㎡が増とな

っているが、詳細はどうかとの質疑に対し、財産に関する調書の行政財産の決算年度中、

増減高１,３５８㎡の根拠について、久徳地区での認定こども園の用地取得で２,１５８

㎡が増加となりました。 

 一方、尼子地区の開発が完了した段階において、外周道路の拡幅部分と団地内道路部

分の面積８１１㎡が決算書の財産に関する調書の中の面積に含めておりました。しかし、

これは道路台帳に記載の資産のため、決算書の財産に関する調書には記載しない範囲の

土地となり、この分の８１１㎡を減らすことになったことと、神田のごみステーション

の面積が町のデータ入力ミスで１２㎡と入力するところを１㎡と計上したため、プラス

１１㎡とし、再計算して１,３５８㎡の増加となり、年度末合計２６万８,４８６㎡とな

った。財産に関する調書は、道路や雨水等に関する管理用道路など、いわゆるインフラ

資産については記載せず、町財産の一般財産としての部分について管理しているとの答

弁がありました。 

 次に、ハザードマップで危険箇所が掲載されているが、地域整備課と連携して危険箇

所の対策予定はあるのかとの質疑に対し、ハザードマップは、今起こったらこういう危

険がありますよということを示す資料と認識していただきたい。当然、行政として連動

させていただいて対策を練っていくとの答弁がありました。 

 目商工費県補助金で１３万８,０００円の予算に対して、企業内同和問題研修事業費

補助金４万２,０００円ということで、残り９万円の執行残についての質疑に対し、令

和３年度はコロナ感染症の拡大により研修会の中止とそれに伴ってのバスの借り上げが

不要になったことと併せて、町内各企業に、人権意識を高めてもらうために我々職員が

出向いておりますが、そのときの啓発の冊子やラインマーカーなどの啓発物品を購入し

てお渡ししているということと、毎年、字別懇談会で流すＤＶＤ購入をここから執行し

ており、この分を合わせて１２万６,０００円の実際の執行があって、その３分の１の
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４万２,０００円の補助を受けた決算内容ですとの答弁がありました。 

 次、消防防災施設補助金が令和３年度は２６万４,０００円で３分の１ですが、全体

的に何基あってどのくらいの申請をされているのかとの質疑に対し、消防施設の補助金

につきましては、区長会等で自治交付金、補助金という説明をさせてもらっています。

各字においては、消防施設の備品も含めていろいろと字内で検討していただいた上で、

町の方へ交付をご相談という形で最初は来るかと思います。基本的に３分の２の字負担

ですけれども、集落活動支援交付金でそれを補てんできるということになっていますと

の答弁がありました。 

 指定金融機関の５５万円の委託料についての質疑に対し、令和４年度から銀行からの

派出業務、集金業務もなくなったが、５５万円は指定金融機関の委託料として支払って

います。この委託料は、毎日の日計の管理も滋賀銀行にしていただいておりますし、基

金の動きも全部銀行において一覧表にするなどの作業を行っており、その分の委託料で

すとの答弁がありました。 

 各字、自治会から土木要望の実施率１９.１％となっているが引上げできないのかと

の質疑に対し、地元要望の引上げについて、３０％程度に引き上げるよう努力をする。

必要な箇所の要望については、優先順位を決めて実施しているとの答弁がありました。 

 合併浄化槽の設置率について、実績的に設置率が増えてきているのかとの質疑に対し、

昨年度は新規の設置が２か所で、そのうち１か所は大君ケ畑の公民館でした。令和３年

度は、新規の補助金を受けられた方はおられませんでした。維持管理補助金のみという

状況です。設置地域の高齢化の地域の中で、新規の設置数は伸びない状況になっている

との答弁がありました。高齢化して住民さんもあまり増えてこない地域であるので、数

字が伸びてこないという難しい面もあります。合併浄化槽の設置の補助についての質疑

に対し、大きさによる分類ごとの基礎金額に対する補助金の３分の１ずつを町と県と国

が負担し、補助残には町単独の上乗せ補助を行っていますので、基本的にはその範囲で

あれば大きな負担はないと考えておりますとの答弁がありました。 

 また、下水道の水洗化率についての質疑に対し、下水道の水洗化率は９５.６％であ

り、現状では高いと思っていますとの答弁がありました。林業林道維持補修工事につい

ての質疑に対し、多賀町が管理している一部であり、アサハギ線、御池線等の４工事分

について補修工事を行ったもので、７９万６,４００円の支出となりましたとの答弁が

ありました。 

 木匠塾が設置された遊具等の維持管理についての質疑に対し、維持管理については集

落の方にお願いをしています。公共施設の維持管理は各課、あるいは施設で対応してい

ただくということで理解をしておりますとの答弁がありました。 

 森林多面的機能維持交付金として１７８万６,０００円と、原木流通土場の備品購入

１,１７５万円の支出内容は何かとの質疑に対し、森林多面的機能維持交付金１７８万

６,０００円については、大滝山林組合とびわこ東部森林組合に対している金額です。
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森林経営計画に基づく除間伐に対する支援で、ヘクタール当たり２万４,０００円を補

助しております。びわこ東部森林組合には５０.１４㏊で１２０万３,３６０円、大滝山

林組合には徐間伐が２３.８６㏊、再造林を０.２㏊されています。再造林の場合はヘク

タール当たり５万円となり、全部で５８万２,６２０万円です。徐間伐に対するものと

再造林があり、徐間伐がヘクタール当たり２万４,０００円、再造林はヘクタール当た

り５万円です。 

 原木土場の備品購入は１,１７５万９,０００円のうち、木材用のグラップルとして０.

２８㎥の重機で金額が１,０７８万円です。また、原木の分別用具で逆Ｔ字の形になっ

た用具を１８個買わせていただきましたとの答弁がありました。中山投棄場の負担金６

００万円の減額の要因は何かとの質疑に対し、令和２年度までは中山投棄場管理費にお

いて、埋立てごみの処理を県外業者委託するために１市３町で中継事業を行っておりま

したが、令和３年度からは小八木の中継基地塵芥処理費において、愛荘町が加わって１

市４町で当該事業を行ったことから、投棄場の管理運営負担金については、１市３町の

全体で９,８００万円の減額となりました。よって、対象負担は６０３万８,０００円の

減額となりましたとの答弁がありました。 

 商工費について、２年ほどふるさと楽市をやっていない。今年も中止と聞いているが、

いつ決定したのかとの質疑に対し、８月の下旬になりますが、その時点で新型コロナの

感染が滋賀県でも増えてきていた時期でもあり、なおかつ医療体制の逼迫している時期

でもありましたので、ふるさと楽市をやってもいいのかどうかを実行委員会の中で議論

しました。多賀町でもコロナ感染が増えている状況の中で、中止と決めさせていただき

ましたとの答弁がありました。 

 多賀町里づくり魅力化プロジェクト会議では、歳入で地域循環共生圏推進事業費２０

０万円が充当されているが、この２００万円は毎年入ってくるものか。支出の目的は何

かとの質疑に対し、環境省より２００万円の補助を受けており、支出の目的は限定され

ています。５万円以上の備品の購入は対象外ですが、報償費に使う、また５万円以下の

消耗品を購入して、ワークショップで厨房の整備をしていただいております。今後も助

成があるかどうかについてですが、この環境省の事業は最長で２年となっており、令和

３年度が１年目で令和４年度は２年目となっております。環境省からの助成は、今のと

ころ令和４年度限りですとの答弁がありました。 

 地域おこし協力隊の住まいで大滝神社の旧宮司住宅の改修費、また旧営林署の改修費

では、多賀町から支出している額と国の補助で執行している部分があると思うが、旧宮

司宅の改修に多賀町としていくら使ったのか。また、旧営林署の改修に対して多賀町と

してどのくらい使ったのかとの質疑に対し、大滝神社の旧宮司宅の改修費用は、県の自

治振興交付金提案事業の２分の１の補助を受けて町が執行しております。額は工事請負

費１４５万１,１２０円で、備品購入費１５万８,４００円が旧宮司宅の改修費となり、

このうち２分の１の額が県の補助となりますとの答弁がありました。 
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 琵琶湖総合保全市町交付金３００万円の使い道は何かとの質疑に対し、河川の水質測

定、青龍山生活環境保全林の管理運営、資源回収活動推進事業に充当していますとの答

弁がありました。 

 若者定住支援事業の実績で返納が２件となっているが、説明を求めるとの質疑に対し、

返納２件は、１年以内に転出された場合は１００分の１００、１年から３年の間に転出

された場合には１００分の８０、３年から５年の間に転出された場合は１００分の６０

の率で返還をお願いしているところで、２件分を収納しているとの答弁がありました。 

 ６町クラウドの経費は、費用負担が増えてきているのではないかとの質疑に対し、６

町クラウドの導入方針を策定した段階で、費用比較において多賀町でおおむね３割程度

は縮減できる試算があり、その試算に基づいて取り組むという導入の経緯がありますと

の答弁がありました。 

 近江鉄道活性化再生協議会の支出はどうかとの質疑に対し、令和６年度から沿線５市

５町と県で近江鉄道線の再生を目指して第三種事業者としての管理機構に移行するため、

現在設立に向けての準備を進めています。県と沿線市町が、全ての路線を支援していく

考えで、町の負担は、県が関わる場合には１.３１％、県が関わらない場合は２.６２％

となります。今後は、近江鉄道線の運営に係る施設、敷道、架線等の補修、日常点検等

の人件費等を負担していくことになりますとの答弁がありました。 

 次、旧遠藤邸の解体に係る相続財産管理人選任予納金９５０万７,０００円の支出に

ついて、改めて協議することといたしました。 

 次、たばこ税の税収が増えた要因はの質疑に対し、税改正で令和３年１０月１日から

たばこ税の税が上がり、１,０００本当たりの６,１２２円が６,５５２円に税率が改正

されております。本数は昨年度に比べて３７０万７,０００本が増加したことで、今回

たばこ税の増収になったとの答弁がありました。 

 次、固定資産税の不納欠損についての質疑に対して、固定資産税が２７件の３８万６,

３００円が不納欠損であり、この不納欠損は地方税法第１８条第１項による時効による

欠損で、５年が経過したことによって徴収できなかった分についてのものです。所在不

明の方がほとんどで、５年間徴収できず不納欠損に至ったというような状況ですとの答

弁がありました。 

 国保税と後期高齢者医療保険料の収納率についての質疑に対し、国保税の収納率では、

現年度が９９.２１％、滞納分過年度については２０.４％で、全体で９６.７９％です。

後期高齢者医療保険料の収納率は現年分が９９.９６％、過年度分が７.７９％、全体で

９９.８２％ですとの答弁がありました。 

 国保の滞納について、短期保険証の発行件数は何件か。滞納について福祉の方と連携

しているのかとの質疑に対し、短期保険証の発行は３世帯の５名です。滞納の方の生活

状況については、福祉保健課や税務住民課、また地域整備課ならびに教育委員会と徴収

について協議をし、生活実態を把握しながら協議もさせていただいていますとの答弁が
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ありました。 

 施設型給付金のうち、なつめ保育園についてはどうかとの質疑に対し、なつめ保育園

は、４月開園当初は１３人でスタートし、０歳児から２歳児までの保育で、４月の支払

額で約１５５万円の扶助費となっております。年度の後半以降には最大２０人の保育と

なっており、支払い額の最も多かった月が３月で、４月の１５５万円に対し、３月が２

６５万円程度となっています。この積み上げで２,８００万円になっています。法定価

格については、国の人事院勧告に基づき、保育士の給料分も含め若干の影響を受けます

ので、年度中でも単価は１、２回上下することがあります。２,８４５万円は、町の予

算からなつめ保育園に対して支払いした分になります。その支出の２,８００万円の支

出に対し、国と県から補助がありますので、実質的な支出額は、これのおよそ４分の１

となりますとの答弁がありました。 

 保育所費の中の保育士給与に関し、２,２９０万円の不用額が出ているが、内容はど

うかとの質疑に対し、ささゆり保育園の給与については、令和３年度の当初予算として

は、令和２年度に予算を立てたときの人数が２０名でしたので、まず２０名分の予算と、

それプラス新規採用職員を見越して、正職員は２４人で当初予算を計上しておりました。

支出総額は２０名分となっています。令和２年度から令和３年度にかけて退職が１名あ

り、さらに２名の異動があり、他の園に異動したため、マイナスとして３名になりまし

た。そしてプラス要因としては、新規採用職員が３名となりましたので、人数としては

増減なしの状況だったというのがささゆり保育園の現状です。そういうことで２４引く

２０で４名分が予算として不用額が出ているというような状況になっております。保育

士の充実ができていないではないかとのご指摘もありますが、ささゆり保育園の実人数

としては変更ありません。大滝たきのみやこども園につきましては、令和２年は７名の

正職員でありましたが、令和３年度は９名の正職員ということで、２名の増になってお

ります。多賀幼稚園に関しましても、令和２年は５名で運用しておりますが、令和３年

度は６名で、１名の増になっておりますとの答弁がありました。 

 次に、外国語指導業務委託料９３７万円は、どこに委託して何人なのか。どのように

評価しているのかとの質疑に対し、外国語指導業務委託料は、小学生に１人、中学生に

１人で２人分の経費になります。委託先は、インタラックという外国語の先生を派遣す

る会社になります。小学校の方はもう複数年来ていただいています。中学校では、今ま

でＡＬＴを配置していましたが、コロナの関係で入国できないとか帰国されたため、安

定的に中学校の方でも外国指導員を入れたいということから委託をしています。評価に

ついては、英語の学習として大事なことが、言語に対する慣れ親しみかなと考えていま

す。インタラックで来ていただいている方たちは、自分のできることをやっていただい

て多賀の子どもたちの英語力の向上に取り組んでいただいていると学校教育課の方では

考えておりますとの答弁がありました。 

 公民館費の中の工事請負についての質疑に対し、生涯学習課全体で国の地方創生臨時
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交付金２１７万９,８００円を受け入れており、そのうち公民館費では公民館施設の大

会議室とホール横のホワイエにブラインドやカーテンがなく、昼間は使いにくいという

ことで、ブラインドを設置いたしました。分散してご利用いただくため、ブラインドを

設置した費用が工事費の中の８５万３,２０４円です。あわせて、コロナの感染予防対

策として、備品購入の２８万６,０００円は空気清浄機を４台購入させていただいた費

用ですとの答弁がありました。 

 公民館の中の違約金４６万円は、何の事業に対するキャンセル料なのかとの質疑に対

し、令和３年度に計画をいたしました町民大学の１つとして開催する絵本朗読ショーに

ついて、事業の開催自粛により最終的に事業が開催できないような状況になったための

キャンセル料です。業務委託予定をしておりました株式会社ジャパンインターナショナ

ル総合研究所にお支払いするキャンセル費用ですとの答弁がありました。この事業費は

幾らだったのかとの質疑に対し、総事業費として委託料が９２万円の予定をしておりま

したとの答弁がありました。 

 文化財保護費の石仏谷の整備計画についての質疑に対し、整備の仕方について、復元

するところは、今回令和３年度に整備させていただいたところだけになります。他の整

備方法としては、発掘調査をした状況と、昔から石仏谷と呼ばれていた五輪塔や石仏が

転がっているような状況を見ていただけるようにして、公開を前提とした整備をしよう

ということになっています。整備期間があまりにも長過ぎますので、文化庁の方から公

開しながら整備をするようにという指導があり、一昨年から公開を前提にした復元部分

の整備計画を検討し、昨年度は設計をして工事をさせてもらったということになります

との答弁がありました。 

 次、特定健診の受診率はどうかとの質疑に対し、特定健診の令和３年度の受診率は暫

定でございますが５３.８％で、暫定で県内１位の受診率となっておりますとの答弁が

ありました。 

 コロナワクチンの接種率についての質疑に対し、接種率について、ワクチン接種３回

目までにつきましては、９月１０日現在で５,２２３人の６９.７％となっております。

ただし、４回目につきましては、接種対象者が６０歳以上、それと６０歳未満について

は基礎疾患ある方ということで、３回目では対象者が変わってきています。接種対象者

のうち４回目の接種状況は、９月１０日現在で１,７８６人の約５３％の接種率となっ

ております。今後９月まで接種が続きますが、予約状況を見ると、接種対象者につきま

しては９割近くまで接種率を見込んでいますとの答弁がありました。 

 以上の質疑を行った後、令和４年度多賀町一般会計歳入歳出の決算について採決を行

い、全員賛成で原案どおり認定すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（松居亘君） 以上で、総務常任委員長報告、産業建設常任委員長報告、予算特別

委員長報告、決算特別委員長報告を終わります。 
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 これより、総務常任委員長、産業建設常任委員長、予算特別委員長、決算特別委員長

に対する質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 暫時休憩をいたします。 

 再開は議場の時計で４時半といたします。 

（午後 ４時１５分 休憩） 

                                        

（午後 ４時３０分 再開） 

○議長（松居亘君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程第２ 「議案第６２号 令和４年度多賀町一般会計補正予算（第４号）につい

て」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する予算特別委員長の報告は可決です。議案第６２号は、予算特別委員長の

報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、議案第６２号は、予算特別委員長の

報告のとおり可決されました。 

 日程第３ 「認定第６５号 令和３年度多賀町一般会計歳入歳出決算の認定につい

て」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する決算特別委員長の報告は可決です。認定第６５号は、決算特別委員長の

報告のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第６５号は、決算特別委員長の

報告のとおり可決されました。 

 日程第４ 「認定第６６号 令和３年度多賀町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の

認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第６６号は、総務常任委員長の
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報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第６６号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定されました。 

 日程第５ 「認定第６７号 令和３年度多賀町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第６７号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第６７号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定されました。 

 日程第６ 「認定第６８号 令和３年度多賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出

決算の認定について」の討論を行います。 

 山口議員。 

〔１０番議員 山口久男君 登壇〕 

○１０番（山口久男君） ただいま議題になっております「認定第６８号 令和３年度多

賀町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について」、反対討論を行います。 

 ９月１９日は敬老の日でした。高齢者がこれまでの人生経験や持ち味を発揮して個性

豊かに老後を過ごしている姿は、次の世代にとっても励みになっています。いくつにな

っても安心して暮らせる高齢者に優しい社会にするために、政治の役割は重要です。 

 今年全国で１００歳以上の方は９万人を超えました。こうした長寿社会へと発展して

きたのは医療や公衆衛生など命と健康を守る仕組みの拡充を目指し、改革を求めてきた

多くの国民の努力によるものです。 

 長年の年金削減の上に、原材料の価格高騰や円安を背景に、食料品や電気、ガス代の

値上がりが続いております。そこに追い打ちをかけるように、いよいよ明日、１０月１

日から、７５歳以上の高齢者が支払う医療費窓口負担、これが２割が導入をされること

になります。一定所得の高齢者は窓口負担が２割になります。窓口２割化は、単身で年

収２００万円以上、どちらも７５歳以上の夫婦で年収３２０万円以上の世帯の、全国で

は約３７０万人であります。多賀町では、先ほど総務常任委員長の報告がございました

ように、後期高齢者加入者は１,３１９人です。その中で約１７％に当たる２２２人の

方がこの２割負担の対象になります。 

 年収２００万円の方の場合、税金や社会保険料を差し引くと年間１７５万円となり、

月１４万円程度だと言われています。こうした方々が、医療費の自己負担が２倍になる
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わけであります。７５歳以上の高齢者はもともと病気になりやすく、治療にも時間がか

かる世代です。現行の１割負担でも、平均で年間８万円の窓口負担をしております。負

担を苦にした受診抑制で重症化や手後れに至る深刻な事態も後を絶ちません。こうした

負担増計画に、食費を削ったり、受診を我慢したり、薬を減らしてもらうしかないなど

の切実な声が上がっています。 

 通院を減らせば病気が悪化して、結果的には国や町の財政を圧迫してしまいます。政

権与党は、日本の社会保障給付費は高齢者に偏っているかのように描きます。しかし、

日本は欧米諸国と比べて高齢化が進んでいるのに、それらの国々より社会保障費全体費

が少ないことが問題です。現役世代との負担の公平性、現役世代の負担の軽減と口実を

並べています。しかし、現役世代もいずれは年を取る上に、既に親の医療費を肩代わり

している人もいます。世代間の対立をあおって、社会保障費削減はやめるべきです。医

師や歯科医師でつくる全国保険医療団体連合会も、２割負担の中止を求めていると聞い

ております。現役世代をだしに公費負担を狙っていると批判をしています。 

 政府が２００８年から２０１８年度までに約５,０００億円を削減してまいりました。

これを元に戻せば、現役世代の負担軽減の財源は出てきます。これまで政府与党は、社

会保障のためと消費税を引き上げてきました。一方で、大企業や富裕層への減税を繰り

返してきました。病気になりがちな上、収入の手段も限られている高齢者だけを１つの

医療制度に集め、負担増か給付減を迫る制度は、破綻はいよいよ明らかではないでしょ

うか。高齢者をお荷物扱いする、こうした医療保険制度を廃止し、公的年金削減と医療

分の負担増を強いる２倍化の実施の中止を国に対して求め、後期高齢者医療保険事業特

別会計決算の認定についての反対の討論といたします。 

○議長（松居亘君） ほかに討論されます方、おられますか。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第６８号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 多 数〕 

○議長（松居亘君） 起立多数であります。よって、認定第６８号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第７ 「認定第６９号 令和３年度多賀町育英事業特別会計歳入歳出決算の認定

について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は認定です。認定第６９号は、総務常任委員長の
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報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第６９号は、総務常任委員長の

報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第８ 「認定第７３号 令和３年度びわ湖東部中核工業団地公共緑地維持管理特

別会計歳入歳出決算の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は認定です。認定第７３号は、産業建設常任

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第７３号は、産業建設常任委員

長の報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第９ 「認定第７４号 令和３年度多賀町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は認定です。認定第７４号は、産業建設常任

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第７４号は、産業建設常任委員

長の報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第１０ 「認定第７５号 多賀町水道事業会計の利益の処分および令和３年度決

算の認定について」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は、多賀町水道事業会計の利益の処分につい

ては可決、また令和３年度決算については認定です。認定第７５号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり可決、認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第７５号は、産業建設常任委員

長の報告のとおり可決、認定することに決定しました。 

 日程第１１ 「認定第７６号 令和３年度多賀町下水道事業会計決算の認定につい
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て」の討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は認定です。認定第７６号は、産業建設常任

委員長の報告のとおり認定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、認定第７６号は、産業建設常任委員

長の報告のとおり認定することに決定しました。 

 日程第１２ 「請願第４号 ごみの抜本的な減量計画の策定を求める請願」の討論を

行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する産業建設常任委員長の報告は採択です。請願第４号は、産業建設常任委

員長の報告のとおり採択することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 多 数〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、請願第４号は、産業建設常任委員長

の報告のとおり採択することに決定しました。 

 あらかじめお知らせいたします。本日の会議時間は、議案審議が終わらないため、会

議規則第９条第２項の規定により延長することといたします。 

 日程第１３ 「請願第５号 高齢者の補聴器購入町補助制度を求める請願」の討論を

行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 これより採決を行います。 

 本案に対する総務常任委員長の報告は採択です。請願第５号は、総務常任委員長の報

告のとおり採択することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、請願第５号は、総務常任委員長の報

告のとおり採択することに決定しました。 

 暫時休憩いたします。 

 再開は議場の時計で４時５５分といたします。 

（午後 ４時４７分 休憩） 

                                        

（午後 ４時５２分 再開） 
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○議長（松居亘君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 お諮りします。ただいま９番、川添武史総務常任委員長から、「発委第１号 加齢性

難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書案」が提出されました。

これを日程に追加し議題としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、発委第１号を日程に追加し、議題とすることに決定しました。 

 なお、日程第１４から日程第１６を１号ずつ繰り下げ、発委第１号を日程第１４とし

ます。 

 事務局より日程表および議案の配布を行います。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第１４ 「発委第１号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公

的補助制度の創設を求める意見書案」を議題とします。 

 本案について、提出者の趣旨説明を求めます。 

 ９番、川添武史総務常任委員長。 

〔９番議員 川添武史君 登壇〕 

○９番（川添武史君） 「発委第１号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度

の創設を求める意見書案」についての趣旨説明を行います。 

 多賀町住民から提出をされました高齢者の補聴器購入町補助制度を求める請願につい

て、総務常任委員会は、この請願は町の補助金制度の策定と国に対して障害者総合支援

法における支援ではなく、身体障害者手帳の取得を要件としない高齢者の難聴に対して

一部補助する新たな制度を国に求めてほしいとの要望であり、去る９月１４日に慎重に

審査をいたしました。 

 加齢による難聴は、誰もが起こりうる現象であります。耳の聞こえが悪くなることに

より聞き返しが多くなり、聞き誤りも増え、コミュニケーションが図りづらくなります。 

 難聴は、自立した生活を阻害する１つの要因です。難聴が原因で閉じ籠もりがちにな

り、フレイル、認知症の発症、進行のおそれがあり、自立した生活ができなくなり、介

護申請に至ってしまうことにもなります。 

 ２０１７年、京都市で開催された国際アルツハイマー病協会国際会議では、認知症９

つの危険因子の１つに聴力低下の放置が挙げられています。補聴器使用の奨励で難聴を

低減するよう提言が行われたと説明し、難聴の改善を行えば、認知症発症のリスクを下

げることができると強調されています。 

 日本の難聴率は、ドイツ、イタリアに次いで高いにもかかわらず、補聴器の普及率は

非常に低く、補聴器の普及が求められています。 

 日本の補聴器市場では、ＪＡはじめ多くの眼鏡店で販売をされています。価格もおお

むね片耳３万円から２０万円と高額で、保険適用がないため全額自己負担になっていま
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す。特に、低所得者の高齢者に対する配慮が求められています。欧米では、補聴器購入

に対する公的補助があります。 

 日本でも一部自治体では高齢者の補聴器購入に対して補助をされている自治体もあり

ます。愛知県の犬山市では、世帯全員が住民税非課税の６５歳以上を対象に上限２万円

を補助されております。 

 この請願は彦根市をはじめ犬上３町、愛荘町にも出されております。多賀町議会でも

意見書を提出したいと思いますので、各議員の賢明なる判断をお願いし、趣旨説明とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（松居亘君） 意見書を読んでいただくと良かったんでございますが、それがござ

いませんでした。したがって、この意見書を読む必要がございます。先に、局長に意見

書案を読ませていただきます。 

○事務局長（夏原伸幸君） 議長の命によりまして、意見書案の朗読の方をさせていただ

きたいと思います。 

 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見書案。 

 加齢による難聴は、誰しも起こりうる現象です。耳の聞こえが悪くなることにより、

聞き返しが多くなったり、聞き誤りも増え、コミュニケーションが図りづらくなります。 

 そのため、高齢者は会話の不満足による孤独感や疎外感、自分はいない方が良いとい

った被害感などを感じていると言われています。 

 その結果、外出することを嫌がって家に閉じ籠もりがちになったり、家族とも話した

がらないといった傾向が現れ、心理的な影響とともに身体的な影響が現れてきています。 

 難聴は、自立した生活を阻害する１つの要因です。難聴が原因で閉じ籠もりがちにな

り、フレイル、認知症の発症、進行のおそれがあり、自立した生活ができなくなり、介

護申請に至ってしまうことにもなります。 

 日本の難聴者率は欧米諸国と大差はないが、補聴器使用率は欧米諸国と比べると低く、

日本での補聴器の普及が求められています。 

 しかし、日本では補聴器の価格は片耳当たりおおむね３万円から２０万円であり、保

険適用がないため、全額自費となっています。身体障害者福祉法第４条に規定する身体

障がい者である高度、重度難聴の場合は、補装具費支給制度により１割負担、中等以下

の場合は、購入後に医療費控除が受けられるものの、その対象者は僅かであり、約９割

は自費で購入していることから、特に低所得者の高齢者に対する配慮が求められていま

す。欧米では補聴器購入に対する公的補助制度があり、日本でも一部の自治体で高齢者

の補聴器購入に補助を行っています。 

 補聴器の普及により、高齢になっても生活の質を落とさず、心身ともに健やかに過ご

すことができ、認知症予防、健康寿命の延伸、医療費抑制にもつながる加齢性難聴者の

補聴器購入に対する公的補助制度の創出を強く要望します。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。 
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 令和４年９月３０日。内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、厚生労働大臣宛て。滋賀

県犬上郡多賀町議会。 

 以上でございます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「発委第１号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の創設を求める意見

書案」は、原案のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 多 数〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、発委第１号は、原案のとおり可決さ

れました。原案の案の字句を削除して、意見書を関係行政庁に提出いたします。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第１５ 「議案第７７号 令和４年度多賀町一般会計補正予算

（第５号）について」を議題とします。 

 本案について、提案理由の説明を求めます。 

 小菅副町長。 

〔副町長 小菅俊二君 登壇〕 

○副町長（小菅俊二君） 「議案第７７号 令和４年度多賀町一般会計補正予算（第５

号）」につきまして、ご説明申し上げます。 

 本日、９月定例議会最終日に追加議案として提出させていただきました令和４年度一

般会計補正予算（第５号）は、固定資産税の過年度還付金と、長引く新型コロナウイル

ス感染症対策のためのワクチン接種事業期間の延長と併せ、新たなワクチンの接種に対

応をしていくための必要な予算措置をお願いするもので、補正予算書１ページの第１条

のとおり、既定の歳入歳出予算の総額に３,６９１万円を追加し、歳入歳出それぞれ６

１億８９５万円とするものでございます。 

 それでは、歳入につきまして、６ページの事項別明細書からでございます。 

 ５０款国庫支出金でありますが、新型コロナウイルスワクチンの接種対策費に対して

の負担金や補助金でありまして、合わせて３,４９８万７,０００円の受入れでございま

す。 

 ７５款の繰越金１７０万円につきましては、今回の補正に要する財源として充当して

おります。 

 ８０款諸収入は、町外に住民票を置いている方が本町で住所地外接種を受けた際の負
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担金の受入れでございます。 

 続きまして、７ページ、歳出でございます。 

 １０款総務費では、法人の償却資産税の修正申告により過年度納税額の還付が生じ、

１７０万円を計上しております。 

 ２０款衛生費では、ワクチンの接種事業期間が来年３月３１日まで６か月延長され、

従来型ワクチンの接種や、１０月から２回目の接種を終えた人への従来株とオミクロン

株に対応した新たな２価ワクチンの接種に必要な事業経費として、医師や看護師の報償

費、また、コールセンターの設置費用など合わせて３,５２１万円を計上しております。 

 以上、提案説明とさせていただきます。 

○議長（松居亘君） これより質疑を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。 

〔「なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 本案に対する採決を行います。 

 「議案第７７号 令和４年度多賀町一般会計補正予算（第５号）について」は、原案

のとおり決定することに賛成の方はご起立願います。 

〔起 立 全 員〕 

○議長（松居亘君） 起立全員であります。よって、議案第７７号は原案のとおり可決さ

れました。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第１６ 「議員派遣の件について」を議題とします。 

 本案は、会議規則第１２８条の規定により、お手元に配布しておりますとおり議員を

派遣することにしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、議員派遣の件については、お手元に配布のとおり派遣することに決定しまし

た。 

                                        

○議長（松居亘君） 日程第１７ 「委員会の閉会中の継続調査について」を議題としま

す。 

 本案は、総務常任委員会、産業建設常任委員会、議会広報常任委員会、議会運営委員

会の各委員長から、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配布した所管事務調査

事項について、閉会中の継続調査の申出があります。 

 お諮りします。各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議
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ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、委員長からの申出のとおり、閉会中の所管事務調査を行うことに決定しまし

た。 

 お諮りします。本定例会において議決されました議案等について、その条項、字句、

数字その他の整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思います。

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松居亘君） 異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字その他の整理は議長に委任することに決定しました。 

 以上で、本日の議事日程および本定例会に付された案件は全て終了しました。 

 去る９月６日開会、本日までの２５日間の会期にわたり、終始熱心にご審議、ご審査

賜り、また議会の運営に関しましても格別のご協力を頂き、誠にありがとうございまし

た。 

 これをもって令和４年９月第３回多賀町議会定例会を閉会いたします。 

（午後 ５時１５分 閉会） 
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